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2023年４月は、上旬に米国の景気減速懸念から米国株が下落したことが嫌気され、日経平均株価が

４月６日に２万 7,472円まで下落した。中旬以降は、植田日銀総裁の金融緩和維持宣言や、米著名投

資家が日本株に強気の見方を示したことが好感され、日経平均株価は４月７日から８連騰し、４月 18

日に２万 8,658円まで上昇した。下旬は、企業の決算発表を控え様子見姿勢が強まるも、日銀が金融

緩和の維持を決定したことで安心感が広がり、月末に日経平均株価は２万 8,856円と年初来高値を更

新して終えた。４月はこのように日経平均株価が推移するなか、海外投資家が買い越す一方で、信託

銀行、個人が売り越した。 

 

 

 

海外投資家 個人 証券会社 投資信託 事業法人 生保・損保 都銀・地銀等 信託銀行
日経平均株価
（円）

202302 12,757 -1,327 -154 -4,499 3,281 -1,385 -1,438 -7,427 27,445.56

202303 -24,004 2,257 331 2,823 3,030 -761 1,257 7,160 28,041.48

202304 30,360 -6,590 -125 -3,289 425 -623 -903 -9,505 28,856.44
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海外投資家が大幅に買い越し 
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金融研究部 研究員 森下 千鶴 

(03)3512-1855  mchizuru@nli-research.co.jp 

ニッセイ基礎研究所 

図表１ 主な投資部門別売買動向と日経平均株価の推移 

（注）現物は東証・名証の二市場、先物は日経 225先物、日経 225mini、TOPIX先物、ミニ TOPIX先物、
JPX日経 400先物の合計 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 
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2023年４月（４月３日～28日）の投資部門別の売買動向をみると、海外投資家が現物と先物の合計

で３兆 360 億円の買い越しと、最大の買い越し部門であった。特に４月第２週（４月 10 日～14 日）

に１兆 5,902 億円、４月第３週（４月 17日～21日）に１兆 202億円と大幅に買い越した。第２週、

第３週と現物、先物がともに買われていたが、第２週は中長期資金が多い思われる現物中心の買い、

第３週は短期資金が多いと思われる先物中心の買いであった。いずれにしても海外投資家からの短期、

中長期資金による積極的な買いが４月７日からの日経平均株価の８連騰につながったようだ。 

 

 

 

 

 図表３は、2013年～2022年の海外投資家の現物と先物を合わせた月次売買動向を単純平均したもの

と、2023年の売買動向推移（折線グラフ）である。2013年以降平均すると４月は買い越す傾向が確認

できる。この４月も結果的にこの傾向に沿う形となった。 

 

 

  
 

（注）海外投資家の現物と先物の合計、週次 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表２ 海外投資家は大幅に買い越し 

図表３ 海外投資家は４月は買い越す傾向 

（注）海外投資家の 2013年～2022年の月次の現物と先物の合計の月次売買動向を
単純平均したもの。 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 
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５月に入り、米債務上限問題などから再び米国の景気動向や米国株の先行き不透明感が増している。

海外投資家は 2023年４月も大幅に買い越したものの、世界的にリスクオフムードが高まれば、足早に

日本株を売却する可能性もあり、今後の動向に注目したい。 

 

一方で、信託銀行は、現物と先物の合計で 9,505億円の売り越しと、４月最大の売り越し部門であ

った。また、個人も現物と先物の合計で 6,590億円を売り越した。特に４月第２週と第３週は大幅に

売り越しており、国内投資家は株価が上昇するなか、利益確定に動いたようだ。 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保
証するものではありません。また、本誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかな
る契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

図表４ 信託銀行と個人は売り越し 

（注）信託銀行と個人の現物と先物、週次 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 


